
  

 

地域に拡げる 

男女共同参画 
  ・後藤ひろみ氏 ミニ講演会 

           

『女性の活躍推進！男性優位福井で“私”を生きる』と題してご講演いただきまし

た！ 

 とても精力的に活動をされている後藤さんですが、現実には様々な壁も… 

 そんな時彼女は、“夢”をキーワードに、「楽しむ」「学ぶ」「越える」「一所懸命」「広

がり」を意識。 男性と戦うのではなく、楽しそうに活動する自分の姿をみせる事で、

周りを巻き込みながら自分のやりたいを現実にしてきたそうです。 

 男女を問わず、互いに共感することで、より良い関係を作ることができると笑顔で 

語る様子が印象的でした！たくさんのパワーも同時にいただきました。 

 

 

 

 

 

福井県立歴史博物館 歴博茶房ときめぐる、カフヱー 代表。 

ふくい歴女の会 代表。 

・東洋紡総合研究所の研究員として働くも、家族の病気をき

っかけに福井に帰郷。家業に従事していたが、パン教室に通

い始めたことをきっかけにカフェ経営を始める。その後、ビ

ジネスのコンセプトである福井らしさとは何かを考えるうち

に歴史にたどりつく。『コミック版日本の歴史』の原作者とし

て参加しているほか、福井県内で歴史講演会を開催している。 

後藤 ひろみ氏 

男女共同参画推進あずまブロック会
令和 3年 3月発行 



 

小学校出前授業 
 

＜和田地区＞ 

＜東藤島地区＞ 
＜円山地区＞ 

２年間の活動を振り返って・・・ 

＜東藤島地区＞ 

出前講座は非常時の防災グッ
ズで、風呂敷リュックと新聞紙
スリッパを作り、家族や友達と
助け合いながら共同で作業す

る大切さを伝えました。研修会
では後藤氏は、『時代は女性の
発想を求めている。女性自らが
「私には無理」の呪縛を外し、
自信の本当の夢に気づき、実現
させる事が男性社会を変える』

と言う。私達も更に男女共同参
画を推進していきたい。 

  渡辺多美子・木村敏彦 

＜岡保地区＞ 

＜啓蒙地区＞ 

啓蒙地区では小学生７４人を
対象に出前授業を行い、男女
関係なく自分がなりたい職業
に就くことが出来るお話をし

ました。地区文化祭でパネル
展示、新成人の集いでアンケ
ート調査を実施しました。 

根本幸恵・中廣亙 

＜啓蒙地区＞ 

 

＜円山地区＞ 

元年度は、ふれあい祭りで男女
共同参画コーナーを作り、あず
まブロックの活動を紹介しまし
た。また、円山小学校６年生３
クラスを対象に出前授業を行
い、男の子、女の子（男女）が
ともに大切な存在であること互
いに尊重しあって生きることに
ついて一緒に考えました、２年
度は、公民館の東雲（広報誌）
に「ともかじ（共家事）」につい
て広報しました。 

近藤 實・西川雅子 

＜和田地区＞ 

この２年間の活動を通して、男
女だけではなく、いろんな多様
性についての理解が出来るよう
になりました。『普通はね…』の

言葉に傷ついている人がいると
いう事は男女共同参画の活動を
していなければ気づかなかった
と思います。個性を認め合い活
かしていければ、地域の中でイ
キイキと活動する人が増えると

思っています！ 

  中村浩美・菅原藤理 

＜岡保地区＞ 

地域で、職場で、家庭でステキに
活躍している女性をもっと見た
い。いかにも「頑張ってる」のも
頼もしいけど、もっと気楽にふ
わふわ自然に集まる仲間たちそ
んな人たちが男女関係なくキラ
キラできるようになれればいい
なと思って活動してきました。
推進員の活動を通じてこれまで
見えなかったいろんなことに気
づいた気がします。もっと仲間

を増やしたいですね。 

天谷弘之・好川普美 


